資料3ー１
万博の森の育成について　《令和3年度緑整備部会　委員コメント》

[image: ]第1回緑整備部会　（R3.12.24開催）
・里山で低林管理をする際、ススキなどが出てくるが、モデルエリア3-3ではトケイソウに覆われていくというのは公園ならではで、面白い。[澤田委員]
・林学的に間伐する場合、本数強度で30％が上限。材積でも約30％と言われている。それより強度に間伐すると残存木が風倒被害を受けたりする。今回強度が強いと思う。[檀浦委員]
・大きなギャップができるのであれば、林班の中で違う目標を設定してもよいのではないか。クスノキを残して明るい常緑樹林をここだけつくるというのもありうる。クスノキは樟脳をとるために植林をしていた文化的な背景もあるので、そういう森があってもいい。[澤田委員]
　　・セットバックして植栽のない部分が帯状にできている。林縁系の草原（ノギク、ホタルブクロなど）が可能性としてはありそう。そのような目標植生を検討し
ては。維持管理のことを考えると、草原ではなく低木林で抑えるのもよい。[澤田委員]

第２回緑整備部会　（R４.３.4開催）第1回資料　モデルエリアの選定について

[image: ]・モデルエリアで、目標林構成種の落葉樹の実生以外は伐採ということだが、先駆性樹種もある程度残したらよい。今後ナンキンハゼなどを伐採していく際、鳥の愛好家から鳥のえさとなる木は伐らないでほしいという声のあがることが予想されるが、従来の先駆性樹種を育成していると、説明できる[澤田委員]
・モデルエリア3-13の景観で後方にネザサの密生がみえているが、これを刈ると北摂の里山施業をしている風景ができあがる。刈った場合の景観に問題なければ北摂の里山風景をつくりましたというような看板を設置してアピールすればよい。[澤田委員]
[image: ][image: ]・手作り説明版はわかりやすく図化する構成をとっていることはよいこと。最終的にはデザイン上の工夫、配置場所など、施業説明設置看板
　施業説明看板（案）

戦略的な発信を行っていくことは万博の森の風景体験という点からも非常に重要。[井原委員] 
・手作り説明版で「ケヤキ林」という固有名詞を大きく出すとなぜケヤキ林を育成するのかという疑問がでるのでは。
そもそもなぜこれをしているのか簡単に一文付け加えておくとよりよくなるのではと思う。
文字数やレイアウトなどのパターンは統一しておいた方が見やすいと思う。[井原委員] 　→　修正後設置
・根系調査で一定の層があって、根がそこから下にはあまり行かないという状況。本格的な土壌調査をして還元状態を調べれば
滞水したかどうかはわかる。[山田委員]第２回資料　モデルエリア（3-13）における施業について

[image: ]・地下水位の高い時期が律速となっているかもしれないので、細い穴をあけて水を入れる浸透試験を実施すればいい [澤田委員] 
・昔の万博公園での土壌調査の論文でも50ｃｍ程度の深さまで植物根が見られており、15年ほど経過しているのにあまり変わっていない印象。局所的に地下水位が高い場所があるのでは。この論文も参考にしてほしい。[今西委員] 
・レーダー探査で土壌の有効層、根の入ることのできる厚さが出るのであれば、倒木になりそうな場所、深く根を張って大丈夫な場所という評価につながれば素晴らしい。どのような土層の境界でどのような画像がでるのか、300ＭＨｚなどのように精度は粗くなるが深くまで見ることのできる波数で探査しては[檀浦委員] 

[bookmark: _GoBack]・モデルエリアの選定について、令和2年度、令和3年度で続けて異なる場所で進めてきたが、令和4年度は新たなモデルエリアの選定と施業はせずに、目標の詳細設定をしてから、令和5年度に実施する。-1-
第２回資料　万博の森の今後のスケジュールについて
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